
ビフォー（現在や過去の課題）
アフター（つくりたい未来）

取り組みたいこと

実は…（取り組みたいことの理由や背景から「実は」で語れること）

取り組みのテーマが課題解決の場合、課題の原因を探る（なぜそうなっているのか）

取り組むことの対象・ターゲット（誰に向けて）※特徴を詳しく

何をするのか。


